
 
 
 

 

 

 
 

 
 

１１月３日、岐阜県美術館リニューアルオープン！ 
  

岐阜県美術館は、１年間にわたる改修工事を終え、１１月３日（日・祝）にリニューアルオープ

ンします。 

オープン初日は、「楽
らく

美
び

初日
しょにち

」と銘打ち、隣接する図書館と一体的に様々なイベントを開催し

ます。なお、オープンと同時にスタートする３つの企画展は、会期中無料で観覧いただけますので、

ぜひご来場ください。             

 

１ オープニングセレモニー 

〔時間〕 ９：４５～１０：００          ※９：３０ に岐阜総合学園高校吹奏楽部 

〔場所〕 野外ステージ（雨天時は館内で実施）       によるファンファーレとともに開門 

  〔内容〕 古田 肇 知事 挨拶 

小川 恒雄 県議会議長 挨拶 

       日比野 克彦 美術館館長 挨拶 ～ 開場宣言 ～ 

 

２ 主なイベント 
 

 美術館  

■ステージイベント 

 〔時間〕 １０：００～１６：００ 

 〔場所〕 野外ステージ   

 〔内容〕 岐阜総合学園高等学校 吹奏楽部による演奏（１０：００～） 

ステージパフォーマンス（１０：３０～、１４：００～） 

※出演：サラマンカ少年少女合唱団 CORO junior（サラマンカホール専属の少年

少女合唱団） 他 

岐阜女子大学書道部による「書道パフォーマンス」（１３：００～） 

   

■３つの企画展を同時開催 

企画展①：ＥＴＥＲＮＡＬ ＩＤＯＬ  

〔会期〕 令和元年１２月２０日（金）まで 

〔会場〕 展示室１ 

〔内容〕 岐阜県美術館コレクションの過去・現在・未来を 

紹介します。 

     ≪主な作品≫ 

オディロン・ルドン「永遠を前にした男」、ポール・ゴーギャン「タヒチ風景」、 

熊谷
くまがい

守一
もりかず

「牝猫」、山本
やまもと

芳
ほう

翠
すい

「裸婦」「浦島」 ほか 
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企画展②：セカンド・フラッシュ  

〔会期〕 令和２年１月５日（日）まで 

〔会場〕 展示室３ 

  〔内容〕 休館中に館外で実施したアートプロジェクトを 

紹介します。 

       ≪主な作品≫ 

「アートまるケット 2018 養老公園プロジェクト パーキング・プロムナード」 

（写真） ほか 
 
 

企画展③：イメージする力、生きる力－ある日の「美術と教育」の出来事  

〔会期〕 令和２年１月５日（日）まで 

〔会場〕 展示室１及び展示室３ 

  〔協力〕 東京藝術大学 

  〔内容〕 美術と教育をテーマに、展示・トーク・シンポジ 

ウムを行います。 

       ≪主な作品≫ 

県内及び他県児童生徒の絵画や立体作品 など 

 

 

 図書館 （同日開催） 
 

■紺野美沙子 名誉館長と朗読を楽しもう！ 

〔時間〕 １０：００～１０：５０ 

〔会場〕 特別会議室 

〔内容〕 紺野美沙子 名誉館長による朗読体験講座です。声を出す練習から始まり、谷川
たにかわ

 

俊太郎
しゅんたろう

さんの「生きる」をみんなで朗読します。 
 
 

■紺野美沙子 名誉館長による「スーホの白い馬」朗読会（※参加者の申込みは終了しています。） 

〔時間〕 １４：３０～ （上演時間７５分） 

  〔会場〕 多目的ホール 

  〔内容〕 「スーホの白い馬」の朗読を馬頭琴の音色とともにお贈りします。 
 
 

■なつかシネマ上映会 

〔時間〕 ① １０：３０～１２：３０ 「遠き落日」 

② １３：３０～１５：３０ 「少年時代」 

③ １５：４０～１７：２０ 「せんぼんまつばら」 

〔会場〕 多目的小ホール 

〔内容〕 昔懐かしい名作映画の上映会をします。 

 

※ 図書館のイベント詳細については、県図書館（058-275-5111）へお問い合わせください。 

 

「美術の授業ってなんだろう 

（東京藝術大学）」会場より 

養老公園プロジェクト 



 

＜リニューアルの概要＞ 

・改修期間   平成３０年１１月から１年間 

・改修費用   約２５億円 

・主な改修内容 空調機器の更新、照明のＬＥＤ化、通路の段差解消、 

        キッズ・スペースや授乳室の整備、 

南門の間口を拡幅（６メートル→１５メートル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リニューアルを機に展開する新たな取組み＞ 

・基本理念の深化 

開館当初から掲げてきた「美とふれあい、美と対話する」を「美とふれあい、美と会話し、 

美を楽しむ」へ変更。 

・ナンヤローネステーションの新設 

コンシェルジュ機能を持つ総合案内所「ナンヤローネステーション」を新設 

・アートコミュニケーターの新設 

美術館での楽しみ方を広げる役割を担う「アートコミュニケーター（愛称：～ながラー）」 

を新設   ※１１月３日から募集開始 

 


